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　　 Analytical　Results　 of 　 Residual　 Mercury 　 in　 the　 Japanese　 Storks，　Ciconia　 ciconia

∂oッciana 　SwlNHoE，　 which 　 Died　 at 　 Obama 　 and 　 Toyooka 　 Regions ．　Toshio　 MuTo 　 and

Takahisa 　SuzuKI （Laboratory 　of 　 Pesticide　Chemistry，　 Facu 】ty　 of　 Agriculture ，　 The
T ・ky・ U ・iver・ity ・f　Educati ・n

，　T ・ky ・ ）ゆ ．孟 吻 乙 醜 ，　Z・・1．11 ・ 15− 20 （1967）．

　　 T °t・1 ・hl・・i… t・t・l　ph ・・ph … sand 　t・t・l　 merc ・ ・y ・。・ t・nt ・ in　 th ・ 丘v 。 ∫。p。nese「
storks ，　 Ciconia　ciconia 　boyciana　Sw 王NHoE ，　wh 圭ch 　died　between 　1965　and 　1966　 at 　 Obama
（Fukui 　Pref．）and 　Toyooka （HyogQ 　Pref．）were 　determined 　by　VoLHARD ’

s　nlethod ，　vanado −
molybdate 　method 　 and 　dithizone （column ）chromatographic 　 method ，　respectively ．　 TotaI
mercury 　 contents 　in　 the ‘dojo’ fish，　Misgurnus　 angui 〃icaudatus　 CANToR ，　 the 　 catfish ，
Para ・il・ … s ・・儲 L ・ nd 　th ・ cru ・ i・ n ・，　C 粥 ・・ε％・ 雌 ・・siu ・ L．　whi ・h　h ・d　been 　gi。。n　t。
the 　birds　 as 　diets　during　rearing 　at　Toyooka 　were 　also 　determined．　 The 　results 　were
°bt・i・・d

　th・t ・ig・ i五cant ・ m ・unt ・ ・f　 m ・・cu ・y　 w ・・e　f・ und 　 i・ th ・・e　 bi・d・，・・peci・Uy ・

the 　maximum 　values 　being　98．6　ppm 　 in　 kidney ，61．5　ppm 　 in　liver　and 　21．5　 ppm 　 in
feath… whil ・ 2・1　PPm 　 i・ li… and 　 1．4　PPm 　i・ feath・・ i・ the　c・nt ・・11ittle　 eg ，et

（normal 　adult ），　Egretta　garzetta 　gar2etta 　 L ．　Small　anlounts 　of　mercury （below 　O．3
ppm ） were 　aiso 　found　in　their　diets．　The　chlorine 　and 　phosphorus 　contents 　in　their
organs

　
were

　
not

　considered 　to　be　so 　significant 　 as 　to　cause 　their　death ．　However，
thinking 　the　mercury 　amounts 　accumulated 　in　 each 　bird，

　 whatever 　 direct　 cause 　 of

thei・ death
　

might
　b・・it　w ・・ highly　p ・ ssib1 ・ th・t　th ・y 　di・d ・ f ・h ・・ ni ・ p・i・・ni 。g　 by

mercury 　in　diets　taken 　for　a　Iong　period．

　 コ ゥ ノ　ト リ　Ciconia　cicenia 　boyciα n α SWINHOE　は’
福井 県小浜 お よ び 兵庫県葺 岡付近 の 二 か 所 に の み 生息 し

て お り， 水 田 や小 川 など を 餌場 とし， ドジ ョ ウ ，フ ナ ，
ナ マ ズ ，タ ナ ゴ な どの 淡水 魚，カ エ ル ， オ タ マ ジ ャ ク

シ，ザ リガ ニ
， タ ニ シ お よ び 水棲昆虫などを 餌 と して い

る。 近 年，急速 に 数を 減 じ，1956年 （昭 和 31年） に 特別

天然記念物に指定 され た が，1960年 （昭 不1［35年）以来，
1羽 も増 え て い な い 。 ま た，1965年か ら1966年まで の 1

年間 に 5 羽 が 相つ い で 死 亡 し，1966年 10月現在，豊岡 に

7 羽 （小浜 は 絶滅 した ら しい ） が 生存す る の み で ，絶滅

の 危機 に ひ ん して い る。

　直接 の 死 因 は 第 1表 の よ うで あ るが ， 間接的原 因の
一・

つ と して ，農薬 に よ る慢性中毒致死の 可能 性 も考 え られ

る と して ，文化財保護委員会か ら筆者 らの 研 究 室 に へ い

死 コ ウ ノ ト リの 死 因 究 明の 依頼が あ っ た。

　両地 域 に おける 農薬散布情 況 よ り考 え て ，有機塩素

剤，有機 リ ン 剤 お よ び有機水銀剤が 問題 とな りうる が，

筆者 らの 研う鴇 ｛に 送 られ て 来た試料 が一
部を除 きホ ル マ

リ ン で 浸漬固定 されて お り，死後相当の 期間 を 経過 して

い たの で ，た と え 農薬 に よ る もの と して も，農薬 が もと

の 有機態 の ままで 残 留 して い る 可能性 は極 め て 少 な い と

考えられ た の で，全 塩素 ， 企 リン および全水銀と して 分

析 した 。 以下 そ の 分析結果 に つ い て 述べ る 。

　な お 本報告 の 一部 は 昭 和 41年 4 月 1H ，日本応用動物

昆 虫学会大会 （1966，京都）で 発表 した。

　本研究 に つ い て ，文化財保護 委員会，デ ータを 引 用 さ

せ て い た だ い た 林業試 験場 の 池 田 真 次郎博士，試料に つ

い て い ろ い ろお Ht話 い た だ い た豊 岡高校 の 山本茂信氏，
およ び 山階鳥類研究所 の 吉井正 氏 に 深 く感 謝 の 意 を 表す

る。
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分析試料お よ び方法

1． 分 柝 試 料

　 コ ウ ノ ト リ ： 第 1 表 に 示す 5 羽 で ，1 は 内臓が な く胴

休 の み 。 皿〜IVは解剖後 の もの で ガーゼ に くるん だ 内臓

と，他の 部分 を 同
一

の ホ ル マ リ ン （IVは 10％，他 は 濃度

不明）に 浸清固定 して あ る 試料。V は 死 亡後 の 個 体 を 筆

者 らの 研究室 で 解剖 し，内臓，腹筋お よ び羽毛を取 り，

羽 以 外 を 10％ ホ ル マ リン 漬け （各臓器 ご と） と し た も

の cIV が 各部分の 最 もそ ろ っ て い る 試料で あ っ た （第 1

表）。

第 1表　分 析 に 用 い られ た コ ウ ／ トリ

試料No．1醜 死 亡簸 ・日
1性

・

、
・ 「豊 岡 、965 ．、，2，

皿

II［

wV

　　　　　　　　
．

♀

睡 i〃 ・．・9・i ♂

豊 岡
・

〃 12．22　1♂
　　　　　　　　 　
　 〃　　i1966．　4．　3　「　♀　　　　　　　　 1

　 　 　 1

　’」丶浜 i　 〃 　　5．4 ．　♂
I　 　 I

内臓な し。

体　重 直接の 死 因

・ ・
「
翻 糶 鮮

3．7kg 　 高圧 線感 電死

「・・93 〃 噂濺
月 飼 育 後

3．75 〃 　「　厚旧巣疾 患

14．50 〃 不 明
I　　 　 　 I

　 コ サ ギ Egretta　garzetta 　garxetta 　L．（対照）； 1966年

7 月14 日 に 干葉県宮内庁新浜御猟場 で 抱卵中を捕獲 した

正 常 な親鳥 （6 ）で ， 体重451．Og 。 各臓器 ご とに で きる

だ け少量 の 10％ ホ ル マ 1丿ン （数 cc ．） に 浸漬 した もの 。

　 コ ウ ノ ト リ飼育用の 餌 ：豊岡市内農業用 排水路 排 水管

内で 採集 した ドジ ョ ウ　・ld／isgumus 　 anguillicaudatus

CANToR （No ．1），フ ナ Carassius　carassizas 　L ．（No2 ）

ナ マ ズ Parα silurus 　 asotus 　L ．（No ，3），採集後 に 約 4

か月間飼育 した フ ナ （No ．4） お よ び神戸市 の 川魚問屋

よ り購入 し，133日 間飼育 した ドジ ョ ウ （No ．　5）で ，い

ずれ も10％ ホ ル マ リ ン 漬け の もの 。

2．　 方　　　法

　水分 ： 微細 に した 試料約 2g を常法通 り， 105℃ で 乾

燥 さ せ，揮発分を水分％ と した 。

　塩素 ： 微細試料 2g 前後をニ
ッ ケ ル ル ツ ボ に 取 り ，

一

定量 の 10％炭酸 ソ
ーダ溶液 を加 え て 塩素を捕 捉 し，乾固

後電気炉 で 550℃ で 灰 化 （乾式分解），熱 水抽出 し，以 後

常法通 り VOLHARD 法で 定量 した 。

　 リ ン ： 試 料 10g 前後を 硝酸 で 予備分解 し，少 量 の 硫酸

お よ び70％過 塩素酸 で 液が淡黄色な い し無色 に な る まで

加熱分解 （湿式分解）後放冷 し ， 生 じた 沈で ん お よ び未

分解 の 脂肪 を 浜過 水洗 し，
250m1 に 希釈 して 試料溶液 と

す る。こ の うち 5ml また は 10m1を 常法に 従 っ て バ ナ ドモ

リブ デ ン 硝酸液 で 発色 さ せ ，440m μで 比 色定量 した。対

照 で は，各部分 を そ れ ぞ れ ホ ル マ リ ン 液 ご と分解 した 液

を供試した 。

　水銀 ： 分析法 は芦 沢 （1961　 a，　b，c ）の ジ チ ゾ ン ク ロ マ ト

グ ラ フ 法に よ っ た 。 上記試料溶液 5m1 また は10ml （水銀

含量 の 少 な い もの は 50m1）を 工00m1の 分液 ロ
ートに 取 り，

水 で 適 量 と し，工0％亜 硫 酸 ソ
ーダ （酸 化 剤 に よ る ジ チ ゾ

ン の 酸化防止用）0，5〜2．5m1 を 加えて ，
　pH ・＝1 に 調節す

る 。 1× 10’−3M の 濃厚 な ジ チ ゾ ン 四 塩化炭素液 5ml で 2

回抽出 し，10％含水 ア ル ミナ カ ラ ム （内径 7mm ，長 さ15

cm の ガ ラ ス 管 の 先を細 くした もの に ，10％含水 ア ル ミナ

2．5〜3g をつ め た もの ）を通 し，クロ m ホ ル ム で 溶出す

る。 最初 に 溶出す る橙色 の 水銀層 を分取 し ， 1 ％酢酸含

有 ク ロ ロ ホ ル ム で 5m1 に 希釈 して ， 490m μの 極大吸収 に

よ っ て 比色定量 した 。 餌 の 場合は ま る ご と分解 した 液を

供試 した
。

な お市販 鶏の 肝臓 （本法に よ る 分析の 結果水

銀 が 検出 され な い ）約 7g に 1mg の 水銀 （1　mg ！ml 液

1．OOml） を添加 して ，前述の 通 り湿式分 解後 ジ チ ゾ ン ク

ロ マ トグ ラ フ 法で 分析 した 場合 の 全操作 の 回収率は 91．0

％ （3回の平均）で あ っ た の で ， 水銀の 分析値 は補 正 し

た 。

分　析　結 　果

　分析結果を第 2 〜5表 に示 す 。 一ヒ段の 値は湿重 に 対す

る 値で ，下段 は 乾量に 対す る 値 を示 す。

考 察

　塩素 （Cl） お よ び リ ン （P）； Cl お よ び P は 元来 ， 動

物体中に 多量 に含 まれて い るの で ，分析結果 よ り有機塩

素剤お よ び有機 リン 剤に つ い て 考察す る こ と は 不可能で

あ る。 試料浸漬ホル マ リ ン か ら 多量 の Cl お よ び P が

検出 さ れ た こ と は，試料の 各部分 よ りホ ル マ リ ン 中 へ の

溶出を 示す もの で ，浸漬 ホ ル マ リ ン 中の Cl お よ び P を

考慮すれば，実際の 値は第 2 〜 3 表 の 値よりも大 き くな

る は ず で あり，対照 お よ び 試料聞で も大 差な い と考 え ら

れ る 。

　水銀 （Hg ）： 皿〜V の 4 羽 の 内臓，特 に 腎臓 お よ び 肝

臓 よ りそ れぞ れ最高 98．6ppm お よ び 61．5ppm と い う多

量の Hg が 検出され，羽毛が こ れ に 次ぎ，分析 した他の

すべ て の 部分 か らも Hg が 検 IIヒiされ た 。小野寺 （1943）

に よれ ば，水銀 は 体内で は 肝臓 お よ び 腎 臓，特 に 腎 臓 に

蓄積 され る が，筆者 らの 分析結果 もこ の 事実を裏ずけて

い る 。 対照 の コ サ ギ か ら は ， 肝臓で 2，1ppm ， 羽毛が 1，4

ppm で あ っ た 。 ま た，皿 の 浸漬ホ ル マ リ ン 液か ら4．3ppm
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コ ウ ノ ト リの 残留水銀

第 2 表 　 死 亡 コ ウ ノ トリ （工
〜

皿） の 分 析 結 　果

豊

17

小 浜 産 1 （♂）

水分（％）　　 Cl （％） P （％）

岡 　 　産　 　コ〔　 （♂）

IHg （pprn ）1 水分 （％） iCl（％ ）　1　 P （％）

肝

腎

腹

腸

W

国坦

「
↓d阿

羽

臓

臓

筋

ホ ル マ リ ン 液

　 　 　 ［

61，9　 1

　　　！
72．8　 I

　 　 　 I72

．8

　　　17Q
．2

71．8　1
　 　 旨

76．7I
　 　 I

　
豪 1

　　 「
−

1

0．1460
，3820

．1130
．41？

0，1410
．5180

．0620
．2090

．0920
．3270

．0560
．2410

．291

Hg （ppm ）

0．2690
，7080

．1490
．5480

．1170
．4300

．1720
．5790

．2280
．8060

．1140
．4900

．006

57．515190

．0331

　 3．713
．8

　 4．515
．4

　 3．010
．7

　 4．519
．3

　 9．5

70 ．2

66．O

69．O

77．4

　 　 5613

（d 磊1．082）

　 　 　 h

嬲 1
　　　し

　 ＿ 1
　　　18
嬲

8：lll

8：嬲
繼
0．020

0，195 ［
O・6651

　
−

10
．08710
．2570

．13610
．439

　 　 　 1
　 ＿　l

　 　 　 LO

．095　10
．422

　 　 　
’
10

．0110
．02510

．0161

13．345
．5

12

　

20

16
δ

　

27

2034
呷

　

1

ワ屠
951

　
13

呷4

腹
・郵酬 　 　 i i 騰 …8・9？9

　 　 上 段 ： 対 湿電値 ； 下 段 ： 対 乾 量 値 。
　

崇
　 ホ ル マ リン 漬 け で は な い 。

　
糟 新 しい ホ ル マ 丿ン と と りか え た た め，Cl お よ び pが 少 な い 。

　　実線 は 試料が ない場合 または 分析 を行 なわ なか っ た もの を示す 。

　　　　　　　　　　　　 第 3 表 　 死亡 コ ウ ノ ト リ 　（IVお よび V ） の 分 析 結 果

豊 　 　岡　 　産 　 　Iv　 （♀）

　 　 　 　 　 f
Hg （ppm ）1 水分 （％）　　　　　1

0．0460
，164

4．615
．5

小 浜 産 V （♂）

水分 （％） Cl （％ ） P （％ ） Cl （％）　 　 P （％）

肝

腎

腹

腸

脳

肺

羽

0．03710
．145

　 　 　 10

．031　10
．132 　10

．030　iO

・160　10

．028　iO
．0960

．0200
．089

　 　 　 10
．030　10
．115　 1

　 　 　 10
．0360
．0961

0．0200

．0110
．109　．

8：llゴ
　 　 　 し

O．178

蠶
：：：；：
：：：：：10
、3151

　 　 　 h

騰 1
　　　〔

1：1§lIO
．010 　

．

O．027

0，016
　　　｛
o．074 ［
0．2600

，5061
．17

61．523783

．9360

　 3．116
．6

　 6．321
．1

　 2 ，411
．013

．551
．4

　 7．92L5

　 0．1＞

10．235
、6

　 0．6
　 1．4

D，0690
，302　

．

O、085　
旨

O．435　…

0，04110
・ユ941

　　　 1
　

−
I

　 　 　 I

　
｝

　　1

0．515

　 　 　 i

　 　 　 I

Hg （pprn ）

臓

臓

筋

ホ ル マ リ ン 液

輸 　 　卵

卵

74．1

76．7

81．51

70．5

77．6

73．7

62．9

　 　 管

（未　　熟 ）　　　　　　　　57．O

　　　　　　　　　　l
　ホ ル マ リ ン 漬で ない。

（、．、．。22）［
　 　 71．4

76，9

80，4

78，7

」

　 　 　 10

．1900
．8240

．1270
．647

0，0980
．459

0．004

2L894
．298

．6503

2．9
ユ3．3

19．5

実線は分 析を行 なわ なか っ t もの を示 す。
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第 4 表 　 ドジ ョ ウ，フ ナお よ びナ マ ズ中の 水銀

餌

ドジ ョ ウ　（No，1）

フ 　 ナ （No．2）

ナ マ ズ （No．3）

フ 　　 ナ （No ．4）

ド ジ ョ ウ （No．5）

体 長 （eの
平均水銀含量

　 （ppm ）

　 　 　 　 　 1
約　 5　　 1　　 　 0．1

． 6　 i　 。．1
　 　 　 　 　 1

” 14　　 1　　 0・2

6〜 7　　 1　　 0・1

　　・4　 i　 …

第 5 表　 コ サ ギ （♂成鳥 ）（対照 ）中の 水銀

　 　 　 　 　 　 　 　
．．
「
一

．
水分 （％） ICI （％）l　 I

・ （％） 脇 ）

肝

腹

精

羽

臓

臓

72．5

78，8

筋 172 ．9

巣 86．8

　 　 　 10

．11210 ．233
0・40810 ・847

0．1090
．505

　 　 　 「　　　10

，0510
・187　1

　　　「

8：ll新
　　　「

0。211　1
　 　 　 1

0，210LOOO

0．1340
．498

O．1ユ30
．857

＋

　試 料不 足 の た め不 明。

肝臓全重量 ・−13，2g　； 腎臓全重量＝4．3g。

1827

」

O．1＞

0 ．1＞

1，4

が 検 出 され た が，液量 が 多 い （11．41 ）の で そ の 中に 含 ま

れ る Hg 量 は相当 な 量 と な る が ， 皿 以外 の ホ ル マ リン 液

か らは無視 し うる 程度の Hg 量 に す ぎな か っ た。こ の こ

と は，前者 で は 液 の 比重 が 1，082 で あ り，36％ ホ ル マ リ

ン の 比重 （1．089）に 近 い 値 で あ る の に 対 して ，後者で は

10％ ホ ル マ リ ン の 値 （1．026）に 近 い 値 で あ る こ とから考

えて ，皿 で は市販36％ ホ ル マ リン を水 で 希釈 せ ず そ の ま

ま使用 した た め濃度 が 濃 く，Hg が 多量 に 液中 に 溶出 し

た と推定 され る （10％で はほ とん ど溶出 しな い ）。 　 こ の

こ とは，皿の 各部分の Hg 分析値が 他 の 試料 に 比べ て は

るか に 少 な い こ と よ り推定され る
。

　対照 と して は コ サ ギ を 用い た が ，
コ サ ギ は 白サ ギ 中最

小種 で ，体重 は コ ウ ノ トリの 約 り1。 と小型な の で ，もっ

と大 型 の ダ ィ サ ギ な ど が 得られ た な らば 良い 比較 に な る

で あ ろ う。 しか し， コ サ ギ は コ ウ ノ ト リと同様 な環境 に

住 み，同様な生物を餌 と して い る点，一応 の 目安とな る

と考え られ る
。

　 コ ウ ノ トリ各 1羽 中の水銀含量の 推定 ： 第 6〜 7表に

皿〜V の コ ウ ノ ト リ各 1 羽中 の 蓄積水銀量の 推定値を示

す 。 試料 工は肝 ・腎臓がな く，腹筋 の み の 値な の で 蓄積

量を推定 しに くい が ，分析値 として は試料皿の 値 に ほ ぼ

一
致 して い る。羽毛巾の Hg は相当多 い の で ，　 Hg を

多 く含む内臓を 除 く 1 羽 全体の 平均蓄積濃度 （表中の ＊

印）を推 定す る場合 に 考慮す る必要が あ る。す なわ ち，

羽毛 の 全垂量を体重 の 2 ％ と仮定 し，試 料 V を例 に と る

と，肝 ・腎臓を除 く全 重 量が約4300g で 羽 毛 の 全重量 は

そ の 2．1％とな り，残 りの 97．9％を筋 肉 （腹筋の 値の 2．9

ppm で 代表させ る） と見な す と，4300　g 巾の 平均 Hg 濃

度 は

　　 2．9xO ．979÷ 19．5xO ．021 コ3，3 （ppm ）

とな る 。 他 も同様 に して 算出 した 。

　従来 1 農薬の 鳥類 に 対す る毒性 を 研究 した 報告 は ほ と

ん ど見られ な か った が ， 最近 ， 池 旧 （1966） に よ り，有

機 リン 剤 お よ び 有機塩素剤 と して 我が 国 で 最 も多 く使用

さ れ て い る EPN お よ び BHC の ，6種 の 鳥類 に 対す る

毒性 に つ い て の 報告を見 た 。 第 8 表 に 池 旧 の 値 と，比較

の た め マ ウ ス お よ び ラ ッ トに 対 す る 値 を （ ）内に 示

小 　 　浜 　　産

体 　　　　　　 重

肝 　　 　 　　 　 臓

腎 　 　 　 　 　 　 臓

肝 ・腎臓 以外の 1 羽

全体
ホ　ル 　 マ 　 リ ン 液

　　 （1．541 ）

Hg 　 含 　 量 　 計

Hg （mg ）ノ体重 （kg ）

第 6表 　コ ウ ノ トリ　（皿〜皿 ）1羽 中の 水銀含 量 の 推 定

1 　　（♂）　　　　　　　　 …　　　　　　　　 豊　　閊　　産　　皿 　　（♂）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1＿

重 量 （・） ・・（ppm ） igf．e．，e一 重：量 （9＞ ・・（ppm ）IH翻 量

3700103

・81

　43．O　I

　 　 　 1
3600160D

　 l（無

　　　 ，

57．590

・O　I4
．6司

　視）

　　　I
　 　 　I

　　　I

　

』

3008殉

1

20304823　

1

重

臓

体

肝

体

液

計

贈

 
量

く

　
4

除

マ

ー−

含

を

レ

（

臓

、

g

肝

ホ

H

　

　

　

　

』

3

謁

視

瀞

6
　

3
　

6
　

　

　

6

　

　

1
　

　

　

2

無（

7・21Hg （mg ）〆体重 （kg）

13．3

2 ．4崇 14

．31
　 　 1

　　 」

1．4

11．652

．965

，913

．4

姫

　羽毛 の 全重量を 体重 の 2 ％ と仮定 して 推定 した 値
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　 　 　 　 　 　 　 　 第 7表 　コ ウ ノ ト リ （W 〜V ）

豊　商　産
．’一
ガ （♀〉　

’

　　　i重量 （些一哩 四 些翌趨弄

1羽 中の 水銀含量 の 推定

体

肝

腎

輸 卵

肺

一
II

　

　

　

　

II

一

重
．
臓

臓

管

上記 内臓 以外の 1 羽
全体

ホ ル マ リ ン 液 （16 】）　 I

Hg 　含　量 　計 1

3750112

．033

．0101

．0

　 35．0348016300

61．583

．910

．2

　 　 13．5

　 　 6．6栄

（無 　 　視）　 （無

6．92

．8LOO

．523

．O

　視 ）

34 ．2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9，1
Hg （mg ）／体重 （k9 ）　　ト　　　　　　　　！　　　　　　　　 1

　　
＋
　羽 毛 の 全重量 を体重 の 2％ と仮定 して 推定 した 値 。

す。有機水銀剤 につ い て は資料 が な い の で 最 も代表的 な

PMA （酢酸 フ ェ
ニ ル 水銀）の マ ウ ス お よ び ラ ッ トに 対

す る 値を 示 した 。 第 8 表 よ り明 らか な よ うに ， 6種 の 鳥

類 は マ ウ ス や ラ ッ トに 比べ て EPN お よび BHC に 弱 く，

LDs
・ は ラ ッ トの 値 の 半分以

一
トに な っ て い る 。 こ の 関係

は 有機水銀 剤 お よ び他 の 鳥類 に も当て は まる と考 え られ

第 8表　農薬 の 鳥類に 対す る 毒性 （池 田 ，1966）

1 経 ［急 性毒 性

I　　 LDso
I
　 12，5

体

肝

腎

小 浜 産 V （♂）

　　　聾 （・） …・・ （ppm ）
H
絵尹

重
1　4500

臓 　 　 　 116、4

臓 　 　 　 ・42．9

　　　　　　　　 　

肝
．腎臓 以外の 1 羽 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4300
全 体

計

の

　

依

量

重

　

体

含

酬

　

伽

9
　
9HH

農 　 　 薬 　 　鳥　 　 名

一　一．−
rL
．一 一．一 一．

　 　 　 　 　 　

E 　 P 　 N 　 　 キ　 　 　 ジ

（．有機 「丿ン 剤 ）　 チュウサ ギ
a

　　　　　　 タ イ サ ギ
al

　 　 　 　 　 　 ス 　 ズ 　 メ

　

DC劑

　

素

H

塩

　

機

B

レ
周

　

（

　 キ ジ バ ト

（マ 　 ウ

（ラ　 ッ 　 ト）

1 ス ズ メ

　 ウ　 ズ 　 ラ

1．0942

．0314

．o17

．5

ス ）i（24）’

（mg ！kg ）

（マ 　 ウ　 ス ）

1
（ラ　ッ 　ト）

PMAI （マ ウ ス ）

侑 機 水 3M｝・1）
1
（ラ 。 D

（舎35〜45，　♀　9〜15）＊

50．0

十 十

崇 崇 崇

　 a

35．6

（74）豪

（125）’

（35） （Hg と して 20．9）醤

（39．5）（Hg と して23．5）ma 崇

池 田 （1961 ）に よ る 。
石 井 （1959） の 値 （皮下 投与）。
貞包 （1964）の 値 。

巣立 ち ま ぎわ の 幼鳥 （年令 1 〜L5 か 月）。

21 ．898

．6

33

2 ．54

．2

14．2

20．94

．6

る 。 第 8 表 よ り，PMA の ラ ッ トに 対す る経 口 急 性毒性

LDso はHg として 23．5皿 g ！kg で あり，コ ウ ノ トリ中の

蓄積水銀が す べ て PMA に 由 来 し，　 LDiO 値 を ラ ッ トの

半分 と仮定す る と ，
11、　8mgHg ／kg とな る。こ の 値を第

6〜7 表の 値 と比 較 す る と極 め て 近 い 値 と な る 。 た だ

し， LDso値 は・一度 に 経 凵 投与 した 場合 の 投与量 で 急性

毒性 で あ る の に 対 して ，第 6 〜7 表 の 値 は 蓄 積量 と考 え

られ るの で ，直接 の 比較 は で き な い が，正 常な 鳥 に 比べ

て 致死 量 に近 い 異 常 な 蓄積量と考えられ る 。

　餌 の ド ジ ョ ウ な どか らも 0，1〜0．3ppm の Hg が 検出

さ れ，体長 の 大 き い もの の 方 が Hg を多 く含ん で い た 。

こ こ で 注 目す べ き こ と は，川 魚問屋 か ら購 入 した ド ジ ョ

ゥ （No ．5）が 最 も Hg が多か っ た こ と で あ る 。 試 料 皿

の コ ウ ノ トリは約十 か月間 の 人 工 飼育中に，1 口 1kg 前

後 の 餌：を 与え られ て い た。野 生 の も の の 採 食 量 は も っ と

少 な い の で は な い か と推定 さ れ るが ，水銀 に 汚染 さ れた

餌を通 して 二 次的汚染を受けた と考えられ る 。 また 生息

場 所 付近 に は水銀 を扱 か う工 場 が 存在 しな い の で ，蓄積

水銀 は農 薬 に 由来す る と推定 さ れ る 。 以 上 の 結果 よ り，

直接 の 死因 は第 1 表 の よ うで あ る が，水銀 に 汚染 され た

餌を 長期閻摂取 した こ と に よ る間接的な 慢性水銀巾毒致

死 の 可 能 性 が き わ め て 大 き い 。

摘 ．要

　1） 1965年 6 月〜1966年 5 月 の 1 年闇 に 死 亡 した 5 羽

の コ ウ ノ トリに つ い て
， 塩素 ， リン お よ び水銀 を それ ぞ

れ，VOLHARD 法， バ ナ ドモ リブデ ン 酸 法 お よ び ジチ ゾ

ン （カ ラ ム ）ク ロ マ トグ ラ フ 法で 定量 した。コ ウ ノ トリ

人 工 飼育用 の 餌 の 水銀も同法で 分析 した。
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　2） 塩 素お よ び リン 含 量 に つ い て は，対 照 （コ サ ギ ）

お よ び 試料間で 異常を 認 め な か っ た が ， 内臓，特 に 腎臓

お よび肝臓よ りそ れぞ れ最高 98．6ppm お よ び 61．5ppm

と い う多量 の 水銀 を検出 した 。

　3） 各 1 羽全休 に 含有 され る蓄積水銀量を推定計算す

る と，致死量 に 近 い 値 とな る。

　4） 従 っ て ，直接 の 死 因 は第 1 表 の よ うで あ るが，間

接的 に は ， 水銀農薬 に 汚染された餌を長期摂取 した こ と

に よ る慢性水銀中毒致死 の 可能性が極 め て 大きい 。
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新　刊　紹　介

　　 Index 　pelearctic　 Teetrastiehinae（Hy 皿 ．　Eulo・

phidae ）．　 G ．　DoMENI ε HINI 著，101　pp．　Ed ．　V ．　DELuccHI

and 　G．　REMAuDrERE ．　Le　Frangois，　Paris

　害 虫防除 の 将来 は所 謂 jntegrated　 control を め ざす の が 常

識 化 しつ つ ある。　 こ こ で は 天 敵類 の 利用 は そ の 重 要 な
一
翼 をに

な う筈で ある。　 これ まで の 天 敵利用 に お い て は 天敵 の 同定 が不

正 確な た め に 貴重 な 時閥 と 労力の 浪 費に 終 っ た 例 も少 な くな い 。
本 書ば 国 際 雑 誌

’‘F］ntomophaga ，，
を 創刊 した 　International

organization 　 of　biolDgical　 cQntro1 （iOBC ）　の 活動の 一環 と

して 出版 され た Index　 of 　entomophagous 　insects の 第 1 号

で あ る。編 集に は V ．DELuccHI ，　G．　REMAuDIERE 両博士 が あ

た っ てい る 。　 こ の シ t）一ズで は 主 と して重要な天敵昆虫 を ふ く

むヒ メ バ チ上科 ，
コ バ チ上科，ヤ ド リバ エ 上 科，テ ン トウ ム シ 科

な どが予 定され て い るが， 近刊予定にaXiH 北州 西 部の ヒ メ バ チ

類の 亜 科（AuDERT ，　J．　F ．）と世 界 の ア ブ ラバ チ科 （MAcKAuER ，
M ・＆ P．STARY ）が あ る 。

　Tetrasti ¢ hinae は 卍 と し て ダ ニ や 昆 虫 の 各 種 の 目に 寄 生 し 重

要な 寄主に は タ マ バ エ 科，テ ン ト ウム シ 科なが ふ くまれ る 。　な

か で も最 大 の 属 で ある 丁碑 σ S臨 伽 s に は ，す で に 米 国 で は ニ ン

や ア ス パ ラガ ス の ハ ム シ あるい は セ レベ ス で コ ゴ ナ ツ ヤ シ の ハ

モ グ …丿バ エ の 生物 的防除 に 利用 され 効 果 を あ げ て い る も の も あ

り，我 国 も属す る 旧 北州 の 天敵 リ ス トぽ 天 敵 導入 に も役 立 つ で

あ ろ う。

　 本 の 構成 は 4章 に わ か れ 寄 生 蜂，寄 主，文 献，寄生蜂 寄主の 種

名索 引 か らな って い る 。　寄 生 蜂 は 属 別 に 種名 の ア ル フ ァ
ベ

ッ ト

順 ｝こ 記 され，種 ご と に ［1｝原記 載，｛2〕シ ノ ＝ム ｛3｝学名 の 変 更や 再

記 載 形 態な どに 関 す る分類 学 的 報 告の リス ト 囲寄主   生態（6｝

地 理 的 分布が 要 領 よ く記 し て あ る。　 と くに 寄主 ， 分布 の 項に は

未発表 の 新知見 が 随所 に 取 り入 れ て あ り，寄 老 も単に 羅 列 せ ず

可能 な場合 に は常 寄主か ら稀 な もの と 並べ ，報告 され た もの で

疑わ しい もの に は 註釈が入 っ て い る D 寄 主不明の もの も類推可

能な も の は 仮 想 寄 主 の 科名を 入 れ て ある 。

　生態に つ い て も寄主の ス テージ， 単寄 生 か 多寄生か ，内部か

外 部寄 生か を 記 し，よ り詳 細 な文 献 に よ り知 りう る よう 配 慮 し

て あ る 。 簡 略 な 要領 の よい 記 載 と新知 見の 豊冨 な もりこ み は こ

の 本の 特色 で，利 用 者 に とって も 大 変 使 利 の よ い もの に な っ て

い る 。　た だ難 点は 100頁 程 で 9 ドル （3，240円） と高い こ と で

あ る が，研究 機 関に は こ の シ リーズ を そ ろ えて お きた い もの で

あ る 。　 （高知 県 農林技研，桐 谷圭治 ）
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